令和８年度発明研究奨励金交付申請書
令和８年　　月　　日

公益財団法人　日本発明振興協会

　　　　会　長　　加藤　忠郎　殿　
　　　　　
申請者　※申請者区分（個人または法人）について、該当する欄にご記入ください。
	　

個

　

人
	フリガナ
	

	
	氏　名


	　　　　　　　　　　　　　　　　印



	
	フリガナ
	

	
	住　所
	〒

電話　　　　　　　　　　　　FAX
Email

	※お持ちであればホームページURLをご記入ください。（　　　　　　　　　　　　　　　）　


	法

人
	フリガナ
	

	
	名　称


	

	
	フリガナ
	

	
	代表者

氏名
	　　　　　　　　　　　　印　 /　役職



	
	フリガナ
	

	
	住　所
	〒

電話　　　　　　　　　　　FAX

	
	フリガナ
	

	
	事務

連絡

担当者
	氏名
電話                       Email

	※お持ちであればホームページURLをご記入ください。（　　　　　　　　　　　　　　　）


申請金額　　　　　　　　　　　万円
上記発明・考案を実施化するため、別記のとおり試作・研究を行いたいので関係書類を
添えて奨励金の交付を申請します。
【任意記入】当事業をお知りになったきっかけ（※該当する項目に✓のうえ、必要に応じてご記入ください。）
□ ホームページ（　　　　　　　　　）□ インターネット検索（　　　　　　　　　）
□ その他（　　　　　　　　　　　　）

１.発明・考案の概要
　　　　　　　　　　（※手書きの場合、文字は楷書体で明確にご記入願います。）

1． 登録事項（※特許公報又は登録実用新案公報から転記してください。）
	特許番号
	

	発明の名称
	

	特許権者
	

	登録日
	


（※考案の場合は、実用新案登録番号、考案の名称、実用新案権者を記載してください。）
2． 発明・考案技術の分野（※□のいずれかを選択してください。）
□化学　・　□電気　・　□バイオ　・　□機械　・　□その他（　　　　　　　）
　　　　　３．年金納付　（令和　　年　　月まで納付済である。）
　　　　　４．異議申立、無効審判等の有無　（　有　・　無　）
５．概要（※□のいずれかを選択してください。）
□　要約書を添付します。概要は要約書のとおりです。（※この項は終わりです。）
□　任意記載（※400～500字。要約書の提出は不要です。）注１
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


　　　　　　　注１　発明・考案の概要にて、一次審査を行います。

概要につきましては、内容を解りやすいように、下記事項を事項ごとに段落に分けて記載してください。
また、各段落の書き始めは、１文字分空けてください。

　　　　　　　　　　第1段落：当該発明分野における、従来技術の問題点、解決すべき技術的課題　
　　　　　　　　　　第2段落：今回発明・考案された技術の概要
第3段落：今回発明・考案された技術により、もたらされる技術的成果及び社会的効果　
２.発明・考案の内容

　　　　　　　二次審査用の資料となります。できるだけ詳細にお書きください。
　　　　　　　 　説明用の資料等がある場合は、補足用として添付していただいて結構です。
1． この発明・考案が解決しようとする問題点（※□のいずれかを選択してください。）
□　特許公報又は登録実用新案公報に記載のとおりです。（※この項は終わりです。）
□　任意記載（※400～500字。要約書の提出は不要です。）
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


２．発明・考案の内容（※□のいずれかを選択してください。）　
□　特許公報又は登録実用新案公報に記載のとおりです。（※この項は終わりです。）

□　任意記載（※400～500字。要約書の提出は不要です。）

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


３．発明・考案の技術的成果及び社会的効果
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


４．製品化を目指している場合は、工程と達成見込み時期
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


　　　　　　　３．奨励金を使って行う試作・研究
　　１．試作・研究についての具体的内容（300～400字程度で試作の内容等をご説明
ください。）詳細資料、図面等がある場合は、別途添付してください。
試作・研究における発明研究奨励金の必要性・効果についてお書きください。
別紙に試作・試験研究経費概算（予定）をご記入ください。

	　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　


●提出書類の中から、代表的な図面を枠内に貼ってください。
「

＋
　」
　　　　　　２．試作・研究期間（原則として交付日より１年以内としてください。）
令和８年１１月　交付日　～　令和　　年　　月　　日（約　　　　月間）

３．試作・研究場所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４．試作・研究者　
　　　　　　○個人…住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　生年月日　　　　　　　　　　　　　

　　　　職　業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　試作協力工場の有無……　有　・　無　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　研究協力者の有無･･････　有　･　 無　　　　　　　　　　　　　　　 　

　○法人…所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　代表者生年月日　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　設立年月日　　　　　　　　　　　　　　資本金　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　年間売上高　　　　　　　　　　　　　　従業員数　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　試作協力工場の有無……　有　・　無　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　試験研究協力者の有無･･　有　・　無　　　　　　　　　　　　　　　　

５．現在までの進行状況（該当に○印をつけ、下欄に記入してください。）

　　　　　　　〔　未着手　・　実施中　〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６．他機関からの表彰・交付金等の受給実績（該当するものがあれば、ご記入ください。）
例：○○財団 技術開発助成 令和○年度／△△賞 受賞 など

試作・試験研究経費概算（予定）

発明研究奨励金交付申請者

住　　所 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏　　名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電　　話 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

発明・考案の名称「 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 」

１．試作・試験研究経費の収支概算

	支　　

出
	区　　分
	金　　額（円）
	収

入
	区　　分
	金　　額（円）

	
	（１）原材料・副資材費
	
	
	自己資金
	

	
	（２）機械装置・工具器具費
	
	
	借 入 金
	

	
	（３）委託・外注費
	
	
	奨 励 金
	

	
	（４）専門家指導費
	
	
	そ の 他
	

	
	（５）その他
	
	
	

	
	合　　計
	
	
	合　　計
	


２．支出経費の明細

（１）原材料・副資材費

	品　　名 ・ 数　　量
	金　　額（円）

	
	


（２）機械装置・工具器具費

	品　　名 ・ 数　　量
	金　　額（円）

	
	


（３）委託・外注費

	品　　名 ・ 数　　量
	金　　額（円）

	
	


（４）専門家指導費
	品　　名 ・ 数　　量
	金　　額（円）

	
	


（５）その他

	品　　名 ・ 数　　量
	金　　額（円）

	
	


 eq \o\ac(○,注)人件費・管理費・事務費等の間接的な経費は除く。
添付資料について
以下の資料（各２部、すべてコピーで可）を申請書２部及び電子データ（CD-R又はUSBメモリ）と合わせてご提出ください。　　　　　　　　　　　
　　　
　　申請の発明・考案が
1 発明の場合･･･特許公報（必須）、要約書（任意）
2 考案の場合･･･登録実用新案公報及び技術評価書（いずれも必須）
申請書様式
発明研究奨励金の申請書(様式)は、Microsoft　Word　をお使いの方は、下記ホームページから
入手（ダウンロード）できます。
申請書はできるだけ電子データで作成してくださるようお願いします。
ホームページアドレス　
　　　　　　日本発明振興協会　http://www.jsai.org/

注 意 事 項
提出書類について
（１）申請書は、記入漏れがないことを確認してからご提出願います。
　　　※記入漏れや提出書類に不備がある場合には、受け付けられませんので、　　　　　　　　　あらかじめご了承願います。
（２）一件の申請書には、原則一つの特許となります。
（３）申請書は、所定の様式をお使いください。また所定の枚数（９頁）に収めてください。
なお、補足説明や図表などを加味したい場合は、申請書に記入せず、別紙として
提出してください。
申請者について
（１）申請者（個人・法人とも）となり得るのは、特許権者又は実用新案権者として
お名前が記載されている方に限ります。
権利者が複数の場合、申請者以外の他の方からの同意書が必要となります。
（同意書の様式は、当協会にお問い合わせください。）
（２）以下の場合は、ご応募できません。
・出願人が国及び都道府県の機関や大学・高等専門学校など学校関係の場合
（ただし、民間企業や個人発明家が、国及び都道府県の機関や大学･高等専門学
校など学校関係との共同出願あるいは共同発明した場合は、民間企業のみが
申請者となり得ます。）
（３）外国人の応募については、日本企業に在籍している方で、日本の特許を取得
している場合に限ります。
（４）過去に本奨励金の交付を受けた方が申請する場合は、当該試験研究完了の1年後に
その後の進捗状況に関する報告書を提出した方に限ります。
なお、ご不明な点がございましたら、お手数ですが当協会までお問い合わせ願います。
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